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分水北小学校および島上小学校の
今後の在り方に関する方針ついて

令和８年３月

燕市教育委員会
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１．分水北小学校および島上小学校の「今後の在り方に関する教育委員会の方針」

児童数の減少により、分水北小学校は令和9年度から、島上小学校は令和10年度から複式学級が生じ、
その後も複式学級の増加が見込まれています。【資料1】

子どもたちの教育環境を最優先に考えた場合、両学校区の在り方検討委員会の意見報告【資料2】にあるよう
に、複式学級を回避し、適正規模の学校において学ぶことが、多様性や変化に富む人間関係を築き、豊かな社
会性を養うために望ましいと考えます。

したがいまして、分水北小学校および島上小学校は、令和10年度末をもって閉校とし、令和11年度から分
水小学校へ統合することといたします。なお、統合後の校舎は、当面の間、現分水小学校を使用します。
統合に向けて、意見報告にある「市への要望(付帯意見)」を尊重しながら、次のことに取り組んでまいります。

1． 3小学校区の学校・保護者・地域等の代表で構成する「（仮称）分水地区小学校統合準備会」【資料3】を令和
8年度に設置し、統合に向けて、よりよい教育環境等について、研究および協議してまいります。なお、その内
容については、3小学校区の保護者や住民へ、ていねいな説明と情報発信をしてまいります。

2． 統合に向けて、分水北小学校および島上小学校、分水小学校の子どもたちの交流が進むように、行事等で
の活動を支援してまいります。

3． 新潟県教育委員会へ次の2点を求めてまいります。
 (1)統合前の複式学級を解消するための「統合前加配教諭」【資料1】の配置
(2)統合後の子どもたちの不安解消のための、分水北小学校および島上小学校の教員の分水小学校への配置

4． 統合後の分水北小学校および島上小学校の校舎等の利活用と、分水小学校校舎の耐用年数を見据えた適
切な時期における改築等については、今後、地域の意見も聞きながら、市長部局とともに検討してまいります。
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２．分水地区３小学校の児童数と学級数の推移について （R7.5.1現在）

・分水北小は令和9年度に、島上小は令和10年度に複式学級が生じ、その後も増えていく見込み

・複式学級とは、引き続く2つの学年の児童数の合計が16人以下の場合、引き続く学年を1学級編成とすること。
（ただし、新1学年を含む場合は、8人以下）そのため、1つの教室の中で、2つの学年を前後に配置し、1人の先
生が2つの学年を交互に移動して指導する。 教科によっては、児童だけで学習を進めなければならない時間
（間接指導）がある。

資料１

統
合
前

統
合
後

・統合前加配教諭とは、県内の小中学校において学校統合の方針が決定後、複式学級を解消するために統合
前の最長2年間、対象校に常勤講師などの加配教諭を配置する施策
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３．分水北小学校および島上小学校の今後の在り方に関する意見報告 資料２
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３．分水北小学校および島上小学校の今後の在り方に関する意見報告
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３．分水北小学校および島上小学校の今後の在り方に関する意見報告
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４．統合までのスケジュール（概要）

検索

(1) 児童生徒の学習環境に関すること
例）学校行事、教育課程 等

(2) 児童生徒や保護者等の交流に関すること
例）学校統合前からの３小学校同士の交流活動 等

(3) 児童生徒の通学体制に関すること
例）スクールバスの運行、通学路の安全点検 等

(4) その他学校統合に関し必要な事項に
関すること
例）児童クラブ・なかまの会 等

参考 「燕市立学校統合準備会設置要綱」より

以下、協議内容の例

資料３
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▼【詳細は市ホームページに 掲載しています】

検索 分北小 検索 島上小
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